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＜連絡事項＞
・特記事項なし。

＜患者様連絡事項＞
・熊谷　實郎様～GH「みろく苑」入所のため、10：00退院となる。

・中野　光様～15：00訪問調査を実施している。

・松井　ミサ様～娘様より連絡あり、兄夫婦に直接主治医へ確認して欲しい事があるため主治医面談を希望している。本日面会予定となっているため、主治医より兄夫婦に直接来院してもらい説明すると話があった事を伝えている。

・前田　ナナ子様～10/7（土）からの状態を主治医へ報告。本日至急採血、また　本日よりトラゾドン・デエビゴ除剤の指示。採血の結果、
Na高値のため、本日よりブドウ糖液5％PL　500mlで補整。血糖4件の指示。

・高山　由井子様～採血データの結果、スルバシリンへ抗生剤変更となる。また10/11からの定期薬は中止の指示。

・関野　ミキ様～10/17　13時　南山苑へ入所。退院時処方は3日分依頼あり。

・宮崎　博孝様～腰痛強く本日よりカロナール服用開始となる。

＜上野SGMより＞
・各担当の毎月の報告がまだなので、主担当の方は早く出してください。

・退院指示が出ている患者様は早急に退院支援を進めて下さい。

・人事考課10/20(金)までとしています。作成したらSGMへ提出してください。

・死亡退院の際について、医者が死亡確認した時点で死亡退院として処理してください。死亡後の葬儀屋や家族とのやり取り等について、カルテに記載するのは構わないですが、退院メールについては死亡退院までの記載だけにするようにしてください。

・吸引カテーテルについて、使い捨てで扱うようにしてください。

・感染者対応の感染BOXについて、感染者以外の人のゴミなどは捨てないでください。

・10/23(月)実地指導を予定しています。環境整備担当者は破損がないかの確認、環境整備を行って下さい。

＜要注目患者様＞
・安藤　ヌイ子様～深夜帯で体温37.3℃のためクーリング継続し、日勤帯では体温36.7℃までの解熱。その他のバイタルサインの異常はない。声掛けにもゆっくりと返答できており、会話も出来ている。下顎の不随運動あり、四肢の浮腫やや増強している。

・高山　由井子様～日勤は発熱なく、その他のバイタルサインの異常はない。痰鳴あり、黄白色の粘性痰中等量吸引している。左上肢の浮腫増強している。

・白板　秀夫様～深夜帯、酸素飽和度測定不能となる事があったが、日勤帯はバイタルサインの異常は見られない。声掛けに対してスタッフを追視出来ている。

・古川　ノリ様～深夜3：00に早朝覚醒し、車椅子を自操しホールや廊下を徘徊している。就床中の他者を起こすことはない。日中は不穏となる事なく、落ち着いて過ごしている。

・左舘　定男様～10/7（土）痰の絡みあり吸引指示もらう。本日は吸引する事はないが、口腔内に痰あり口腔内ケアを実施している。

・村田　邦恵様～深夜帯でオムツ外し２回程しているが、日勤帯は自らトイレに行っており、都度介入している。

・中居　稔様～本日、発熱なくバイタルサインの異常もなく経過している。車椅子乗車し、食事を自力にて各食全量摂取出来ている。

・土橋　タキ様～食事の際、口に食事の溜め込み、そのまま立ち歩いている。都度、声掛けするもすぐに自室に戻ろうとするため、食事中の付添い要す。

・前田　ナナ子様～37.4℃の微熱あり。その他のバイタルサイン異常なく経過。食事は各食数口のみ摂取、溜め込みやむせ込み等見られている。

・中野　徹與様～夜間不眠のため、不眠時薬使用。日中は居眠りする事もなく、ホールでテレビを観て過ごしている。

・田茂　ケイ子様～夜間不眠のため、不眠時薬使用。深夜帯中途覚醒し、スタッフへの話し掛け見られている。

＜柞木田Dr診察＞
・豊川　京子様～採血の結果、尿路感染疑いにて、本日よりオーグメンチン配合錠　3T　3×で開始指示。また尿培養指示あり実施している。

＜皮膚科診察＞
・宮﨑　博孝～治癒のため処置終了。

・工藤　光様～両踵は治癒のため処置終了。

・高橋　勝次様～タベジール止め、軟膏のみの処置となる。

・豊川　京子様～仙骨部の処置は治癒のため終了。

・前田　ナナ子様～左踵の表皮剥離部はソフラチュール(2つ折りにし)+ガーゼ保　護の処置。
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